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桐朋学園大学付属子供の為の音楽教室を経て、東京音楽大学 音楽学部 ピアノ科を
優秀で卒業。選抜されて卒業演奏会に出演。在学中にオーストリア・ウィーンに渡
り、ウィーン高等音楽院にてアレキサンダー・イエンナー氏の下で研鑽を積む。 
大学卒業後は演奏活動の傍ら、後進の指導にあたる。 
(財) ヤマハ音楽振興会の専任講師として、現場の指導を行いつつ、講師研修の指導
講師として、全国を廻る。また、同音楽教室の教材開発にも関わり、ヤマハ３歳児
ランド、ヤマハコンピュータ教室などの立ち上げに協力した。 
’93 年に夫の赴任に伴い渡米。渡米後は、ベイエリア各地でピアノ・リサイタルを
行った他、フリントセンターにて、オーケストラとも共演、好評を得る。 
現在は自宅にて音楽教室を主宰し、コンペティション・オーディションなどに合格
者多数を輩出する。CAMPT主催指導者協会のバルトーク・コンペティションにて
カリフォルニア州第１位、International Russian Music Competition、CMTANC 
Competition、Junior Bach Festival などで受賞者多数。 
指導歴 28年。延べ生徒数は日・米合わせて千人を超える。また、教え子たちは、
日本では東京芸大、桐朋学園などの音楽大学や上智大学等の一般大学に、またアメ
リカでは、スタンフォードを始め、UCバークレー大学、ノースウェスタン大学、
UCディビス大学、パシフィック大学などに進学している。音楽メジャーの生徒も
数多い。また、国際コンクールに入賞後、現役のピアニストとして活躍している教
え子もいる。 
二児の母。長男はコロンビア大学、ジュリアード音楽院大学院(バイオリン専攻)を
経て現在はカーネギーメロン大学大学院に進学。また長女は、現在、コロンビア大
学(CS専攻)とジュリアード音楽院(チェロ専攻)の２つの大学に通う傍、精力的に音
楽活動も行っている。ボストン交響楽団、New World Symphony など、プロのオ
ーケストラのコンサートにチェリストとして参加した。 
 
 
全米ショパン協会理事、MTNA、CAPMTメンバー。 
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